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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1 　

□２.環境 □６.景観 4 　

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 5

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

■1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 1 10
開発目標 ■2.省力化 □6.安全性向上 ■10.省資源・省エネルギー 2
（選択） ■3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 □11.品質の向上 3

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 7

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（13.42％）　□2.同程度　□3.低下（　％番号： 1
2.工程 ■1.短縮（81.82％）　□2.同程度　□3.増加（　％番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 株式会社ライトウェイ販売会社 株式会社ライトウェイ協会名

会社名： 住所：〒622-0062京都府南丹市園部町

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：〒622-0062京都府南丹市園部町

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

1)技術概要
・高い耐久性によって、ひび割れやポットホールの再発を防止する技術である。
・接着剤を塗って、マットペーブを貼るだけの少ない作業で補修を行う技術である。
・路上での作業時間が短く、作業員が安全に施工できる技術である。
・重機や専用機械が必要なく、誰でも施工が可能な技術である。
・ひび割れの段階における補修であり、舗装の予防的保全を目的とする補修材である。
・切削が不要な技術である。
2)従来技術
・従来は、加熱混合物による小規模の補修や袋入り常温合材によって対応していた。
・道路、駐車場、施設の構内舗装などのアスファルト舗装面及びコンクリート舗装面。
3)適用箇所
・全てのひび割れの補修に適する。
・ポットホールやひび割れの幅が大きい箇所の補修には、 常温合材などを充填させて、マットペーブを上
から被覆させる。
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新技術概要説明資料（１／５）

名称 マットペーブ
収受受付年月日 平成23年8月11日
変更受付年月日

貼付型舗装補修材 開発年

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学

KK-100092-A

活用の効果

欠損部補修工(加熱As混合物)
13.40%
81.80%

登録番号

番号：
3

1-3-3.道路／道路維持修繕工

評価（事前・事後）



マットペーブ 登録No. 1399

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

A-2

 １マットペーブを離形紙から剥がす。
 ２専用接着剤をマットペーブの接着面に塗布する。
 ３マットペーブを補修箇所に設置する。
 ４マットペーブを圧着させる。(交通量が多い場合は、
車両の通行により、自動的に圧着される）

養生は必要なく、施工後すぐに交通開放が
可能である。

■1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

マットペーブ価格：\6,800/㎡(50cm×50cmが4枚)、\1,700/枚
マットペーブ専用接着剤価格：\1,500/2.5㍑（6～7㎡分)
材工㎡単価：\8,950/㎡(施工要員二名/世話役1名、普通作業員1名、点在するひび割れ箇所の
補修)

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（自社見積もり及び積算資料　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

短　所
･タイヤによる「ねじれ」が発生する箇所では変形する可能性がある。
･カーブ部分や交差点部なのでは、変形する可能性がある。

長　所
・耐久性が高くひび割れの再発を長期に亘って防止する。繰返荷重載荷試験によって6.4kg/cm2の荷重
を215,040回載荷させても破損はない。また、D交通路線においても3年以上経過しているが破損は無
い。
・路上での作業時間が短く、作業員が安全である。2㎡程度の場合、路上における作業時間は5分程度
である。
・重機や専用機械が必要なく、作業も簡単なので、誰にでも施工が可能である。
・ひび割れの段階で補修することで、維持管理費用の縮減が可能になる。
・アスファルト廃材のような建設副産物が発生しない。
・施工後の養生は不要である。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

当社材料単価
作業要員等については、建設物価等を参照

土木工事施工管理基準に準ずる。



登録No. 1399

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

新案番号

制度名 東京都新技術情報データベース

証明機関

状況 現在申請中

評価・証明 　

制度名 兵庫県新技術・新工法活用システム

証明機関

状況 登録済み

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

公益財団法人兵庫県まちづくりセンター

参考文献：土木学会誌VOL.96 NO.3March2011「マット型補修材による舗装の予防保全」
著者：木村亮京都大学大学院教授　矢島浩二㈱ライトウェイ代表取締役

東京都建設局

残された課題：更なる薄層化と強度の向上を実現する。スプレータイプの接着材の使用を可能にする。
開発計画：材料の選定と配合の確定を図る。

・トラバース試験：表面のすり減り無し、すり減り率：0.016%　・すべり抵抗試験：64BPN
・付着性引張試験：25.5N/cm2　・破砕試験：破砕可能で、再生材として使用可能である。

トラバース試験結果、すべり抵抗試験結果、付着性引張試験結果、破砕試験結果

･タイヤの据切りが頻繁に発生する箇所や交差点部のような曲率が小さいカーブ部には適さない。
･施工直後には5mm程度の段差が発生する。(ただし、段差は、通行荷重により解消される）
･接着剤の塗布量：裏面に満遍なく塗布する。(約100cc/1枚(50cm×50cm))
･車内で塗布作業を行わないようにすること。
･専用接着剤に火気を近づけないこと。

（適用できる条件）
現場条件：作業スペースは約10㎡(運搬車両分)である。
適用範囲：線状ひび割れ、亀甲状ひび割れ、ポットホールである。ポットホールの補修では、
常温合材等でポットホールを埋めて、その上に貼り付ける。

･タイヤの据え切りが頻繁に発生する箇所や交差点部のような曲率が小さいカーブ部分には適さない。
･施工面積はマットペーブの施工枚数によって計算する。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 マットペーブ

A-3

（適用できない条件）
･降雨時・降雪時では補修面に接着しないため、施工は不可である。
･タイヤによる据え切りが頻繁に発生する箇所(交差点部や歩道の乗り入れ箇所)には、施工は不可である。
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登録No. 1399

実績件数 公共機関： 20 民間：

発　注　者 施工時期
国土交通省大宮国道事
務所春日部維持出張所

2011年7月

山形河川国道事務所山
形維持出張所

2011年7月

石川県南加賀土木総合
事務所

2011年7月

NECO西日本 2011年6月

石川県大聖寺土木事務
所

2011年6月

和歌山県日高振興局建
設部

2011年6月

京都府南丹土木事務所 2011年6月

首都高速道路㈱ 2011年2月

和歌山県西牟婁振興局 2010年10月

和歌山県東牟婁振興局 2010年9月

県道舗装維持工事

大宮国道管内維持工事

酒田国道維持工事

県道舗装維持工事

中国自動車道福崎事務所管内維持
工事

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 マットペーブ

工　事　名

舵取先線舗装補修工事

国道168号舗装修繕工事

　(高改関)環状第6号線他道路管理
工事(平成22年度)

県道舗装維持工事

12

CORINS登録No.

県道舗装維持工事
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専用接着剤の塗布状況 トラバース試験状況

施工直後の状況 端部の段差の解消状況

マットペーブの外観(50cm×50cm×0.5cm) 亀甲状ひび割れにおける付着状況

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 マットペーブ

A-5


